
平成 23 年 11 月 26 日 

明石市サッカー協会 審判委員会 

インストラクター部長 中村正光 

 

明石市サッカー協会 強化審判員育成について 

 

   明石市に所属する審判員で３級昇級希望者と審判技術向上を目指す者を強化

審判員とし、実戦を通してサッカーを理解し審判員としての資質およびハート面

の向上をサポートする。 

 

・ 強化審判員の選考 

   ３級昇級希望者または技術向上を目指す者で審判活動に積極的に参加し、将来

明石市で審判活動に協力できる者 

 

・ 強化審判員の育成方法  

(1) 試合でのインスト指導（ビデオ分析） 

   各種の公式戦・練習試合に審判を割り当て、インストラクターによる指導

を行います。試合の２～３週間前にインストラクター部より審判員に案内を

出します。 

※ 自チームでの活動が多忙な方は、審判割り当てに参加することが困難な状況

が予想されます。したがって審判割り当てだけでなく各自チームの試合にイ

ンストラクターを派遣し指導を行います。希望者は明石市サッカー協会ホー

ムページ審判委員会の「問い合わせ」ポストに「インストラクター派遣希望」

と書き氏名・試合日時・場所を連絡して下さい。インストラクターの調整が

ありますのでなるべく早く連絡下さい。 

 

(2) 競技規則の正しい理解 

   競技規則を理解する・改正点を確認する・誤った解釈を是正する。 

   研修会を開催し、競技規則の確認・疑問点等を話し合います。 

 

(3) その他 

   上級審判員の試合見学・分析評価、兵庫県協会審判トレセンの参加、 

プラティカルトレーニング等 

 

※ 強化審判員は氏名・年齢・生年月日・連絡先を masamitsu1112@marble.ocn.ne.jp

にメールで送付して下さい 

 



以 上 

第１回 強化審判員育成講習会 

 

 

１． 審判員の階級 

 

 

 

 

 

４級 

約16万人 

３級 

約２万９千人 

２級 

約３千人 

１級 

163人 

２０１０年度登録者数 

現在、全国において約１９万２千人の審判登録があります。級別では4

級が全体の８３％、３級は１５％、２級は１.５％、１級は０．１％となりま

す。 

さらに技術力により１級はSR（ｽﾍﾟｼｬﾙﾚﾌｪﾘｰ１５名）、J1担当、J2担当、

JFL担当、２級はカテゴリー１～３に分類されます。 



兵庫県内では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レフェリースクールについて 

レフェリースクールは関西協会が主催する４級から３級を目指す者を対象に年１回２月に

行われる審判研修会です。 

大阪体育大学で１泊２日を２回、計４日のスケジュールで、競技規則、プラティカルトレーニ

ング、実戦での指導を受けます。 

レフェリースクール受講者は研修終了後、３級に認定されます。また、成績優秀者は２級候

補者に推薦され、その年度の２級昇級試験の筆記試験が免除されます。 

 

 

 

 

 

 

４級 

各都市協会での審判活動 

３級 

兵庫県内での

審判活動 

アクティブ３級 

２級候補 

４級取得 （明石市登録） 

・ 明石市市内での審判活動 

 

３級取得 （兵庫県登録） 

・兵庫県内での審判活動 

・アクティブ３級に登録すると兵庫県サッカー協会より審判割当があります。各種公式戦にお

いて上級審判員と組み、インストラクターの指導を受ける機会が与えられます。 また２級

候補者の推薦対象者となります。 

・２級候補者・・・約半年間実戦・研修会・合宿など集中して指導を受けます。 

・２級審査へ・・・体力テスト、筆記テスト、実戦テスト 



２２．．審審判判員員のの目目標標 

 

サッカーの魅力を最大限に引き出せるよう、試合環境を整備し、円滑な運営をする。 

 

この研修会での目標 

１． 競技規則を理解し正しく施行することによって、試合を円滑に進めることを追及する。 

２． 適切なポジショニング（対角線式審判法）によって、事実を見極め的確な判定で、試合

を正しく進めることを追求する。 

 

 重点項目 

１．知識・経験（リスペクト） 

サッカー競技の特徴および競技規則の解釈と適用の知識（ファウルの条件、懲戒罰な

ど）、行うべきことと監視すべきことの実戦的知識、審判報告書の作成等 

 ２．技術 

     監視すべきことと行うべきことの実践、主審、副審の基本的なポジショニング、シグナル、

カードの出し方、フラッグアップの方法等、ノーファウルとファウル、ファウルと懲戒罰の

区別、明らかに利益が得られるケースでのアドバンテージの適用、アイコンタクトやボデ

ィランゲージなど主審、副審の意思疎通 

３．フィジカル 

瞬発力、スピード、反応性の強化、最大筋力と筋持久力の底上げ 

   ４．心理 

    主審として得た情報の活用、試合中の事象の自己分析とその適切な対応、試合のポイ

ントの振り返り 

   ５．パーソナリティー 

     試合に対して、常に誠意を持って、中立性、公正さを保ち、最後まで与えられた責任

果たすよう努力することが必要である。試合には積極的に失敗を恐れず臨み、試合後

は謙虚に反省し、外からのアドバイスをポジティブに受け入れ、オープンマインドの態

度を心掛ける。また、日頃、競技者を含むサッカーを取り巻く人々、環境をリスペクトし、

審判員として自覚と責任を持ち、社会的な常識に基づいて行動しなければならない。 

 

※ 審判員もサッカーファミリーの一員です。ぜひとも審判員という立場からサッカーを

楽しんでください。競技者の素晴らしいプレーを一番近くで見られるのも審判員で

すし、競技者の素晴らしいプレーを引き出すことが出来るのも審判員の適切な判断

です。また、毅然として適切な処置で競技者をプレーに集中させることができるのも

審判員です。みんなでサッカーを楽しむために、審判員としてサッカーを楽しんで

下さい。 


